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中国経済における
封建性および殖民地性の解剖
木毅
The Analysis of the Feudal and Colonial Characteristic 
Feature of Chinese Economγ 
Takeshi Miki 
Abstract 
We have discussed about the disunited and stagnated constructure， or the 
abnormal and deformed character in Chines邑 economy.These characters were， 
we thought， produced by two factors; namely， domination of Chinese feudal 
powers and the penetration of forelgn powers. 
Th邑 so.calledindustrial capital working in Chlna was just foreign cap;ta!， 
not Chinese racial capital. The out-standing form of Chin日seracial capital was 
as yet commercial capita! under the control of foreign powers. 
The words "semI.fe'ldalグ and"Eemi.colonialグ maybe more suitable abje:tives 
than those mentioned abole， inorder for us to express the character;stic f，白ヨture
of Chin日間 economy.
l問題
いましば中国経済の分裂的，停滞的構造が;問題にされ，またその変;{IJ的， U~f型的発展形態:が
問題にされる。中国経済における停滞性$ないし変えIJ性は，次の二つの条件に基因するものと
考えられる。そのーは中国に資本主義を勾養しこれを発展させるに十分な平和期間が存在せ
ず，資本家階級が経済的保身を利t持しようとして封建支配勢力と結托したことであり，その二
は関口以来民族資本家階級が，外国支配勢力に隷属したことである。
周朝から清朝tこいたる'[1[~毘y::は 1)刊し左分裂と外冠の l由断ない継続である。内百しと分裂と外
遊が中国経済の機構を徹底的に解体させることはなかったにしても，混乱と無秩序と侵略のあ
たえる経済えの影響はきわめて大きいものであったと考えねばならなし~もちろんこの聞に断
続的な平和があり，はなぱなしい商業の発達と文化の興隆がある。だがそれらの朋1mは恒く，
経済の生産性を十分に暗養する懐胎期間とはなりえなかった。
[1;1百Lと分裂と灯、jきが，むしろql国の経済機f砕を徹底的に解体させることによって，中国経済
のおJ止と発展たJ曽く原動力となったかもしれな1.'0 それらがr[1"iE1の生活機附を徹底的に解体し
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えなかったもっとも重要な障壁は，中国における卓l註した官僚機構である。中国の封建支配機
構は，周代士イt夫の制があり，実代九品の制があって，し、わゆる官僚機構として確立された。
官僚制度は唐代科挙の制によって一層発展し，完全な型態に成長した。中国の貨幣経済は周代
にはじまり'J， 芹南i北怯同tH
幣経済済.の発発j畏畏-に伴う武士とi地也主の分耳離ft商業資本家階級の胎頭等に表れる階級分裂に対応する
ilJU度であるが，官僚支配勢力と商業資本家階級との交流をつうじ支配勢力による経済力の政治
的援用と商業資本家階級による支配力の貨殖的利用を可能ならしめ3 かくて官僚告し度がその組
織を確立し，地主階級から資本家階級にL、たって勢力を扶杭し発展させることができた。 民国
革命後も官僚，地主，資本家による封建的官僚制度は本質的な変化をみてはをらない。要するに
中国経済を停滞させた重要素因のーは資本家階級が封建的支配機構に参加することによって，
封建制度に対してもつ相反性を奪われたことにある。1
民国革命後s 中国経済は紡績業を中心とする軽工業の発達と，とく vこ銀銭業の稀有の繁栄を
出現させた。 しかし軽工業の資本的背景はし、わゆる問屋制商業資本であり， 又銀銭業の繁栄
は兵乱と経済的混乱による農村の衰退と土地収益性の低下にもとづく資木の都市集中および北
京政府の公債濫発政策に誘発された現象であって，金融資本は封建資本の近代的変容にすぎな
いoZ 外国勢力の経済支配が確立されるや，民族費木家階級は活動の出路を再び土地収買と高
利貸的畏村幸IJ削に求め，みずから封建制に纏ることによってその保身を企図した08 いわゆる
官僚資本は民族資木と封建勢力との結托形態であって，それは中国民，投資本の目立形で、ある Q
封建勢力が革命後においてなお依然と Lて割拠しえたのは，民族資本家階級の守旧'f1Jによる
ことはいうまでもないが，外国勢力の殖民地主義高守支聞によるところがきわめて大であった。外
国勢力はr{!-央政府あるいは地方政府と多額の政治約款を行い，約款の担保として関税，塩税，
輩金(貨物の内地関説)，はなはだしきは地方財政収入を押収し，また鉄道約款の見返りとして鉄
道布設権を獲得し，さらに租借地の附帯条件と Lて鉱山探瞳権を掌握しさらにこれらの権益を
擁護するため，地域割拠の軍閥を軍事的政治的に支授Lた。かくて外国勢力は民族資本家の発展
を抑圧して消極的に，軍経にわたる援助によって積極的に封建勢力の温存を計ったのであるJ
外国勢力と中医!との交抜はすでに卜六世記ボルトガノレの来港によって始まる。しかし一八四
二平間口以後の外国勢力との関係ほど筒説的な影響を中国経済に与えたものはなし、。中国の経
済機捕はこれから徹底的な解体過程に入h 激烈な過波川=代を経験する。外国勢力の進出は，
1 ヨ".-;氏志， ，[，国金融資本論， P. 14. 
2 桂敬(1'[， itl:1幾うと泊之中!干l:l:J政与金融， );11;19][満Ij~，:，仁[，目経済， 下， P. 859. 
市ノ5認， _l¥lJL[二十:二年[E[内金融之[口J倣，社会経治1減，第一巻，1Y~~+ザ].，l f与築犬， 巾l司経済及活之陪史的JL図，W);雑誌，第三巻，第 a三一1.
，t ?t伝 !f， i['PI:i"t本主義経済的発反， '['EI、陪済， tr;--~巻，第六期.
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いわゆる産業革命に起因する新たな膨脹によるもので，市場と原料に対する欲求から，軍事的
侵略と偵土的骨割をつうじて中国に自由な貿易を強要した。
外国勢力に開放'された当時の中国経済は農業を主とし手工業を従とするいわゆる前資本主義
的自給経済であった。経済的自由の原則は同時に優勝劣敗の原則に通ずる。白!羽原l，1Jにしたが
う近代社会の1密接な相互作用においては，後進的なものは先進的なものに道を議らねばならな
い。外国商品の進入によって中国手工業製品は完全に市場を失い，その結果である農工分離に
基因する過剰人口の顕現化，農産物商品化率の低下，農産物価格の下落は典型的な小規模経営
である中国農業の衰退を一層深化し発畏させた。一八九五年以来外国企業の開誌によって，外
国資本の産業支配が確立し，中国民族資本の前途はまったく閉塞した。
中国経済の前資本主義的停滞は外国勢力にとって不等価交換の隔差を給持拡大する絶対条件
であった。したがって外国勢力は競合的地位にある中国民族資本家階級の新興と相容れなし十t
格をもっている Q しかし外国勢力は中国における貨幣の不統一，度量の繁*~L f.i慣習の相違，
信用状態の不明，言語文字風俗習慣の差異，法制の不備，兵乱の頻発等の陣容を克服し危険
防止の緩衡として仲介機関を必要とし，中国民族資本家との連繋を行わざるをえなかったa開
口前の公行は貿易統制の主要機能のほかにこの仲介機関としての副次的機能を果すものであっ
たが公行廃止後，これに代る機構が買掛t祖織であるO しかし民解組識は外盟勢力の支配が議透
する過程に，相務的なものから従属的なものに変(ヒした。いわゆる買郷資本は中国民民資本ろ
外国勢力に対する隷属型態であって，これは中国民族資本の奇生形態である 05
上述のやう iこ3 中国経済は中国民族資本のうける内外両面の拘束と制約によって，きわて変
則的な発展をとげている。換言すれば，中国経済は近代革命をへたにも拘らず封建勢力の盤!IM
があり，独立国であるにも拘らず外国勢力の支配があるという，到達性と殖民地性の二両性格
によってはなはだしく変則的な発展過程をもっている。
小論において，中国経済の封連性，殖民地性といわれるものの実存を摘出したし、と思う。封
建勢力と外国勢力の活動の実態を観察し，それによって封建性3 殖民地性を事実によって解明
したいのである。
H 封建勢力の跳梁
中国において外国勢力が不子等条約の子厚L、庇護の下ではあるが，きわめて自由かつ広範囲
にわたって活動しえたのは中国封建勢力の民朕資本家階級に対する来制によるもので、あった。
中国封建勢力は軍閥，官僚と地主によって代表される。
rj-I国経済の近代化l土地主古生の封建的土地所有市Ijた清算せずには行われがたい。強制と隷属
5 許i{床新， r~'僚('と4>:;iÍÍiì P. 11. 
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関原の特殊封建的土地所有制の維持は変革期における危険負担を農民に!抵鉱するため，地主階
級にとって切実な生活欲求で、あった。新思潮に刺戟された農民を抑圧し，伝統的な農民暴動に
備えるため，地主と軍閥の密接な結合が行われるO 軍関の多くは地主であり，身分的には地主
と軍閥は一体不可分の関係にある。軍閥は民国革命後も地方における事実上の主権者であって
官僚はその収税管理人であった。
軍閥の覇業的欲望は内戦の頻発となって表れた。もちろん内戦は，他の角度からすれば，農
民，手工業者，商業資本家の封建勢力に対する暴動であるともみなしうるであらう。しかしそ
れはたんに内戦の復合的要素であるにしかすぎない。内戦の頻発とその進展による経済の衰頚
は外国勢力に対する中国の弱点を一層拡大L，外国勢力の中国進出を一層容易にした。
一九一二年から三O年まで，内戦発生の省は
次宇 |!?!?|lml19141司191イ1~171191~191911叫1921:1両副…両石両副可lpmilmo
省数 I1 I 61-i -1 9 i日I9 I 2. 7! 7 10 I 6 I 8 13 115 i 14116 114 110 
に及び，軍閥盤胞の四J1においては一九一五年から三五年iこし、たる間に内戦発生じつに四七七
回，軍費年平均二万三千両の巨額に達している。これらの軍事費はもっぱら農民の剥削による
ものであった。内乱と剥削は農民離農の普辺的原動力であって，都市人口の膨脹はこ仁商業の発
展にもとづくものはきわめて少なく，多くは農村経済崩潰による離農の結果であったο6
封建勢力の主要な剥削手段は地代，租税，公債および貨幣発行であるO
(a) 地代 中国農業は典型的な小規模経営でんって，一九三四年自作四万，自作兼小作二
四%，小作三六%，全農家の六0%以上が地イtの影響下にあったQ
地代はし、わゆる力租，物租，銭租が交々行われている。力祖は北支の士A地貧府の地方に多く
人役卜日から二 l'日，畜投三日から三十日，その他雑役が任意的に課せられるο物租はもっと
も広潤に行われ，封連時代の代表をなすもので，総収獲物の平均五0%，最高八0%以上に達
しきわめて収i刊の強いものである O 銭極は官公有地と商業資本発達の地方に行わt1"地価の
平均 '0%程度であるo ~fl 国の地代は封建以来誠に「不借刀殺人」的な苛酷さをもっているが，
民国後も地租の誌求は-層はなはだしく，一九O四年から二四年の二十年間に地代の上騰率は
カ戸くづ"壱伊ん
実に一同五から一九|川%を示している。地代の購買年は普通十年であるが，次第に短縮され，
たとえば除問，四川，福建，雲南の佐官干の購買年は五年以下であって 3 購買年の短粧は実耳土
地代の上騰を意味するものであった。
正額地代以外に，地代不納の準備金または回産権の一部とみられる押租とよぶ敷金があるω
押租のお1は小作契約のつど仲介入が協定L，大体JUlイt額に準じて取立てるが，江商のやうに毎
(-j 金輪海， 中[亡|良村経済研究， P. 14， P. 78. 
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畝百九に及ぶものもある。
その他人工課(河串)，力米(江蘇)，国婆鶏(i折江)，小租銭〔江西λ年肉(湖南〉等の地代正額
に幾fZEする経済外的収奪がある。これらの貢献、は主要畏産物3 副産物，開業産秒ry，金銭，宴饗
等多様の型式てマ行われ，時には農民の生命3 その妻子の身体に及ぶものがあった 07
(b) 租税地}j拭税の大誌は用拭と塩税である。
回賦は元来国税であるが，北伐以来地方政府の収入となっているグ
地方財政収入にしめる田拭の比重は
一雪 国自の叶半(年阿 倍 (田賦の百分率|年度| 省 i酬の百分事!竺~I
河 ~It 1 27.27 1 1931 l'資リ'1': 25.36 ! 1931 "熱河 1 39.16 ¥ 1932 
リI 東 65.ラ6 I 1933 1，広東 16.26 1 1932 :1新垣 44.74 I 1931 
臨時四 1 23.58 ' 1931 li雲市 17.04 1932 I江蘇 48.71 11933 
察恰爾 23圃66 1932 青海 p-[ 西 2ヲ.09 I 1932 
安徽 39.71 1932 1寧夏 3ラ20 1 1932 I 1Ji江 41.41 I 1932 
湖:lt1 5.64 I 1932 1.河南 59.03 1 1932 福建 13.90 1 1931 
1制汗JI 18.09 i 1933 [， !LI 西| 4768 i im|i;広巴四II ♀刀2.2引1 [ 1円
で， その歪重-要1部剤祁目分雪をピしめているOJ4白) f田可賦は本税よりもじつは[附出加税が主要収入をなしてをり，
一九三O年悶7加淵税の数は，
_!_l * ___I~ Ul 1t~t 中平 li 七 E1 国 賦 やE 類
広東山ムl'-i 12極(内附加税1崎 i除問 18憧
ヨミ南元課 19極(内附1JU泊18種) i福建 8)余種
河北徐水 附(内山1陣)(第四編 | 100余積
iMJ 北随県 23種(内附加税20種) 均i江余建 34.f主
江蘇江浦 I 30極(内FHb仰 6種) :1四川 45f重
であって附カ日税裂は木悦額の数千tLあるいは三十余fEに達するものすら存在した。10 くわえて
さ;s;/:eり
軍関は地方財政を望断L，軍費の浩繁から任意に田賦を7象徴し， J'象徴のもっとも惨酷な四川に
おいては
一一
県 名
F生 I PIi 22I十三 字宍相防区 24年宣 浅 22年
Ii慎 ).&:i 21"IC lf，il文輝防ぽ 31年 i 梓 桐 31年
温 r{!.:j ブL !fr~ 30~ド ~;iJ 存厚1'15 区 40司王|都銀J 候防区 24年
;_:;!I iMI 1¥J5 己 24年 な 'i' 21年白磁岳町区 33if 
7 11伏烈， '1 ， [C~-I![~J[j i' I'J形式羽，'1'1 質，千三ミ駒;~~， rlln~w三十l 経済論文穿， P.P.76-95. 
fI II{0¥烈， _I:.[r¥f:i古文， uijl:.'"ti， P. 8メe
9 {J;，;愉海， 上ILlW， P. P. 92-D.l. 
10 金輪i包， トJ日~;:， P. 90. 
(189) 
19) オミ 毅
にみられるとおり， じつに四十年にわたる予象徴が行われている。11
塩説はrjo央，地J;の任意課税であって，本税はJl来はなはだ少額であるが，附加税同が!tく
たとえば四川市部の如く印花税，護尚立主税，船出，臨時軍費，江防費， f-荏商税，附力目指，場務
整理費，出口説，進口税3 過道j百，平価費，峡l坊費，原有護商費，有I加護商費の如く多様にわ
たり，まさに本税額の幾倍なるかを知らざるの状態であった。12
しかし田畑税s 塩税等の正税による剥削は，正税以外の雑税による剥削に比べればなお軽少
であった。雑税の抽出はあらゆる生活行為に及び，そのばっこはあまねく全国にわたっている。
たとえば広東省湖仙における雑説は交通説，客楼措，税克市加国，中資f日，租{用f日，爆烈品拐
洋紙招，娯楽拐，花建出s 花票指，花業牌照損，酒席指s 猪E差損，牛皮招，牛頭指，蟻昭拍，
船牌指，有:燭相，禁煙担，賭指，斎醗担， i維持担，迷信指，鶏鵡鴨指海味担 b 病虫害指，糖
寮指，糖某指，磨薯指，粉;Piド指3 印花拍3 青菓拍，竹*1目，築馬路担，歩道指，商業牌照損，
沙白局担，田畝1日 t侍別国畝損，土イJ担，疋頭指，救国担，航空担，国防指，錫箔担，紙錨拍
i酉説3 酒類;中照拍3 京菓拐，麻雀指，電戯附加担，蹟石桐，舶来1巴料損，戯牌指，戯院月損
演説相，広告担，潔命指，糞協担，賂槍担，廟宇指，人力車牌，報担，警衛拍， 7)¥巡担，漁業説，新婚指
猪交嬬担.諸苗担，生諸相芋があり，まったく収挙に暇がない。一九三五年二千余程，一千万]tの
雑税が廃止されているが，しかし!日税に代って新税すでに腫を接して表れる有様であった。13
(c) 公債 j吋政収支の均i需は経済安定の最大関鍵であるが，中国中央政府の財政収支は
年度支出収 AIす什赤字の I1年度|支/JI収入赤字赤字の功率j¥竺一三f一一三i 刊旦づ注lL i !と三一一1; +竺VJ I--j JJ'~1 
-J'J) )t:! t'flJ"5i:1 百万泊I! i'j万)i:1 i'l万7i;I '!i万ji:1 ! 
lヨ30 774 1 557 1 217 1 28.0 1 1933 1， 836 1 689 1 l47 1 17.6 
1931 7491 6191 130 1 17.4 1 1934 94l 1 74ラ 1961 2Cふ
1932! 69引 61引部 1122 1 
の如く歴年赤字である。支出の主要部分は債務賠償金と軍事費であり，赤字は主として公債と
紙幣の発行によって補損された。
中央政府の公債発行額は
i:t~竺|竺LlJ竺人l-?9 |J?? 〕竺_11_1竺 l竺三 I 1934 
金績(元)1ョ1，0引 null03， 1243， |174， 14lG I l124， i112， 
I 一一一時 000，0001 OJO， 0001 000， 0001 000， 0001 一 o∞，CO): 000，0∞ 
で 15--~九三一年末償還公民のよ五積額は九二六百万元に達している。16
11 金j愉i毎， 上掲雪" P. 94 
12 ~1愉お， l'.H~l主， P. 93. 
l:l {il:愉海， .L掲書， 1'.1'. 94.-96. 
H4ヲド維犬， 新貨幣政策実施主周年，社会科学， 2r~-~.1f，第 JgJ.
15 令臨海， 上掲書， 1'. 11. 
刊 行為品 中l.tI令議資本論， 1'. 2R首
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地方政府も中央政府と同断で 3 各省市の公債発行額は
の如く巨額であって，軍閥支配の省市財政は素乱をきわめ，まことに上に民台高築の苦あり，
下に民窮財尽の象ある社会相を示している。17
(d) 貨幣発行
古来中国は幣ilJlJに統一がなく，民国成立後も紙幣，輔幣の乱発~L跡が続き，銭荘と銀行は紙幣
発行と公債発行の利益によって成立し発展したものといって過言ではなし、。とくに地方銭在，
省市立銀行は軍閥の強借によって経営が聾断され，あるいは軍関の財政践として成立し，紙幣
乱発の用具となった。18
銭荘はこと了音旧式銀行で，その創設は清1t嘉永年間であるといわれる Q 一九三二年全国銭荘数
は一三O二家，封建資本の中枢機関として民国以後も商業金融の分肘に際烈たる勢力をもって
いた。19中国新式銀行の創設はやうやく 、八九六年であるが，一九三五年一三凶七家，公債濫
発政策によって雨後春笥の如く接出した。銀行の有価証券保有額は総資産の一五%前後に達し
銀行投資中機関投資(公債)は四二%以上，銀行営業は公債の高未IJに依存する投機的なもので
あった。しかも銀行資本。背景は封症状削資金であり，銀行経営者の多くは銭在の出資者また
は重役であった0;';0
一九三五年新貨幣令実地直前，発券特権をもっ国，省，市およひ示私立各銀行はじつに三十六
行ダその発行額は六，五三六百万元に達し，銀行券は事実上不換化していたじれしかし祇幣の
うち私票の剥削性がもっとも強く，広く全土に先行が行われ，たとえば挟西谷十一県の私票八
十余憧，江両省[宜春県の発券八十余家，大都市には通常十数家の発券が存在した022
輔幣の乱錠乱発もはなはだしく，銀角， TIiIJ銭および錦疋の硬貨のほかに，銅元票，市IJ銭票が
あり，硬貨はいづれも賞劣軽量，濫鋳によって幣制はいちじるしく段落したO たとえば上海市
場におけるをfut~1に対する銅jtの相場は
|ピプて干千下千l印川川…9列iロ引一…2 い1卜川一l印川附9引M町i凶6岱~7t ;:C~ I 1ロ23苅o. 1270 1546 2684 i 271ラI2873 I 2692 I 2713 11937 1 2950 1 3162 
--四回目白園田町一〕害時四ーι 斗
17 金輪i包上1m雪， P. 82. 
18 呉承申立， 中国的銀行 P.138. 
19 1-孫子豪， 小rq銭〕許概要， P. 13. 
施{山町， 銭JIf学， P. P. 1--20. 
20 J一二/氏J占， _1 二:ltj書， P. 26. 
呉:承料， 上J込書， P. 128. 
2l rl'itjilHf経済研究主， 1 j'iJ~ fJ~ rlt~発行及共流通状況之解剖， Ijlh二月 f-J" 第・治:;( 第二期司
22 錫蔭i守， 1 I 1I~l、 l金融諭， P. 118. 
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で，この間幣{両は三分のーに扶落している。銅芯の流通が広くかっ大衆的であるだけにその減
価の与える影響ははなはだ架刻で、あった028 なかでも貨幣収奪の悲惨をきわめたのは平閥 Xr1~}ti
の凹jiドこ、，紘幣に中国，卓慶，美豊.jij嵐，平民，建設，川i冴北，来駕;成，成益の浪行券幣に{英大
洋，重慶銅，元局大洋，成都造幣廠大洋，省自鋳の竜露大洋，重慶金守二ノ、、洋 J者慶った洋，青i:1
Z窃大洋ヲその他省外銀幣 1-余種，輔幣に川竜雲南廠権，県f頭，遠顕，銅権，その他七種があり
釦元の扶(fijは一九三四年いたる十年間に百分の五十八，その素乱状態は他に類例をみない 02壬
(e) 高利貸農村における重租重賦は良民を貧窮化させ，いきおい彼等を借銭借財の途に
おいやるが，農村金串に適正な機関がなく，そのため高利貸のはなはだしい跳梁を招いた。
高利貸の重要なものは典当〔質屋)といわゆる高利貸である Q 県当の抵当貸月利は二分から一
割，高利貸借のそれは三割から八割lに及ぶ一品烈なものであるの
農村高利貸の著ljJなものは
借款名税; 木利と償還 l 通行地方
青 苗|イ自殺一石三個庁内償還一石入斗 1 広東陽江一帯
九 頭 烏 1m銀九元二日後償還卜元 |江蘇昆 1[ 京;定
自殺子地|土地抵当地上一切の収入利子 |江 総 省
百 :野 洋|本e.R--1e二日後利子一角利子支払延守トA回毎利子倍加 i江 磁 省
九出十三帰|佑銀ー充実借九角利子三分償還元本 7G I広東省東江一帯
借三還凶|もlj銀三元利子一一氾償還四7己 I i工総省蘇州兵江
念 個 国" {日銀二十元刀 fリ-~ I江蘇省蘇州呉江
通利橋f丹貸|借銀一元日歩一角期浪五IJ 期~R未償還利子)C;J\~漂入|広東省仏 1[[ 県
孤 老 銭|毎刃算術級数的に利子増加 11M] 1有桃源、県
印 子細 1品銀一元毎日銅元卜五枚、二十枚、三十枚、償還 1 江 蘇
1-元五斗 |借銭十元一角一年内利子加算米五斗償還 |江夜、省昆山， _j二海各郷村
複 利 債 1 {倍洋一元利子一分五厘三刀未償還利子元金繰入 |広東南J安説平、湖南臨御
借十交六|借十コ[~実倍六5[;広東省海康
借 穀 債|倍一元収!蔓時栽四、五斗償還 l広東電}l1 IJlJ江
借水穀 I {tj一元穀三石償還 i湖南省榔県
聴長不聴短 l小作佑糧食-::(i--年の最高価格を荒本に最低価格を利子|山東省平官両県
! に計算糧食償還利子四分 | 
乾利回利|乾乎Ij逗元H利百分の五十湿戸別手元利子米二三1- 広 東 経 定
であり，他に三道建，粒頭札押殻祖がある O これら以外に惜;慢，イ昔農具があり，借;自はたと
えばIU酉各県の貸借支 a石利子五斗から八斗イ借農具はたとえば湖南の借牛一日五，六角，い
づれも重利盤制，農村経済の崩j貴を尖 }t~化させている 025
23 f冬志frl!， 我国輔i諮問題之検品央小市編， "，白貨幣問題議論， P. 243. 
24 羨作用， 四川崎制奈1iL之一考察，東方維誌，第竺谷，第一:二号.
25 金檎海， 日記書， P.P. 105-106. 
体築タ~， Ij'同経済表落之宮室史的阿国，東方雑誌，第三九翁， t有 a問号 e
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.中国経済崩壊の重要素因として，他に7]'(早虫害等の天災があげられる。しかし犬災の害は人
災，天災によって重加され，はるかにこれらの害に及lまない。
民国成立後，中央集権は軍閥割拠によって「牛頭不対的馬!典氏'，)Jであり，民族資本の活動は
封建勢力の抑圧によって萎縮し，外国資本の浸入を誘引した。ω 封建勢力は覇業的欲望から外
国勢力と結托し自己保存を意図したが，その基盤である経済の衰退を招き，外国勢力えの隷!昌
宏余儀なくされた。27
直外国勢力の支配
十九世紀の中葉から二十世紀の初頭にいたる時期においておこった中国経済の変化は，まっ
たく中国歴史に先例のなし、ものであった。この変化の端緒は穂片戦争とその結果である南京条
約である。28かつて中国はいわゆる北夷南蛮による教多くの侵略をこうむったが，それらによ
ってrf-t国経済が支因され，また変化することはなかったっしかし A八四二年の閉口以来，外国
勢力は中国経済を根底から震掠L，経済制度の多くのものは崩壊した。中国は度々外国勢力に
祇抗Lたが，そのつど戦争に敗れ，独立は侵され，領土は分割され，経済は衰退した。
rl!固と外国勢力との戦争は，そのあるものは単なる排外的反抗と暴動であるが，しかLその
大部分のものは外国勢力の苛酷な中国進出政策に伴う作意的な戦争であった。資本主義的先進
国は商-品販売の推広と原料獲得の必要から新しい市場を求めて'1'固に殺倒した。中固と外国勢
力との戦争は，このやうな経済進出に先行する武力行使と考えられるのである。
清朝71ミから民国革命にいたる聞に，外国勢力の武力干渉は
26 :f承志， . L:掲歪， P. 172. 
27 羅致偉， 中国経済之南大危機及其対抗中国経済，第三谷，第一期J
J. E. Orch:rd (信;奇徳)， :'j;!IJ敏瑛訳，中国工業化発展遅緩之分折，方顕廷編輯，中国
経済，下， P. 6う3.
23 南京条約の主要内容は ー.清国政府は英国に賠償金 2， 10071両を支払う。 r)~ 1，200万両は軍費
300万両は債務， 600万両は焼失鶏片費，賠償金は四年分割払とするつ英国は揚子江一帯の地方を
占領し，第一年賠償金支払後徴兵する。 ただしJ岳山，鼓浪興の:一:ケ所は(賞金完治しゴdJ開放後に徹
兵返還する。ニ.清国政府は英国に香港を割譲する。三.清国政府は広州，度:r可，福州，寧波，
j二海の五日を貿易港ーとして調~，英国領事の居住と英商とその家族の自由来往を許可する。英首
の貨物は法による輸入税を支払った後， ~管国内人によって内陪各地に運搬される場合度租を加重
課徴されることはない。
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年代l
1840 
1857 
18日|
1859 I 
1860 I 
1868 
1871 
1873 I 
1882 I 
1883 I 
1884 
司王
突入舟山島を陥れ寧波を囲む(鴻片戦争〉。
英仏同日皇軍広東省を陥れ，巡撫拍貴を捕う。
英仏間関竜太活物J;E守を占領す。
i露国黒竜江省を置く。
英仏軍楽視を占領す。
英仏軍北京を阿る。
露国鳥里江東岸をうる。
露国布B合位汗を保護国とす。
露国伊型地方を占領す。
仏兵安南東京の河内城を占領すo
fム兵安南東京に拠る。
仏軍越南の南定を王立政すっ
仏軍大原を占領す。滑，仏に宣戦布告すQ
? l備考
| 南東条約 (1842)。
| 香智英領となる O
天?↑t治英:管iム条約
(1860)。
伊型条約(1881)。
仏安条約(1883)0 
1885 i 仏軍福建省，台湾に進攻す。
1886 I英緬旬を減す。
l防| 日報海筒，中正営口，問宝合，附島を占領す(円滑肝)0
1897 I 独軍~i州湾を占領す。
1898 神国E妻、州湾を相借す。
露国旅順大連を伺イ討す。
英国九竜及 u:威海衛を祖{~f --j。
1899 " 仏国広川、|湾を祖借す。
1900 各国務合軍天津北京を陥る(義和団の乱)。
i雷仏条約(1885)。
越南仏'IIIiとなる。
j育英嗣缶]条約(1897)。
日活馬買条約(189ラL
炭子条約(1900)。
であって， この結果外国勢力は中国に治外法権をしき，関税自主権を奪い，あるいは荘l界を設
け，賠償金を要求するなど各様の権益を取得したのである。これらの権益は，じつはすべて外
国勢力が主権国の大権と考えているものに対する決定的な侵害であったの
外国勢力の中国進出の主要な経済的方法は賠1'i't， 商品輸入，直接資本輸入および貨幣発行で
ある。
(a) 賠償璃片戦争以来外国勢力が中国に要求した賠償金は
f 名 税: 市右主「ヲ芯7i伊型股'[r i Ll清戦争|義和明の司
王正五両 2了一 16J一三30 450 -I 
である。賠償金の国家財政に与える影響はきわめて大きく，国民政府成立後も国家財政支出に
しめる比重は
CL94) 
'1目賢治における封建什:および九自民地性の解:ilj
年代 1 fjt~帯主型主し~ $空一|片山主翌三里竺-ijfJ
FfJ l芋lylrlTl当主主
21 210 1 30.0 I ロ1 I 45.9 1 1935 I 2ラ6 i 31. 6 339 1 42ぢ
のとおり，軍事費とともに主要な部分をなしている。29
19:3 
中国財政は歴年赤字で，賠償金による政府えの庄迫は官僚政府の苛税と地主階級の租侃引上
げを招き，帰するところその木源である農民のきlj削を重加することとなった080
(b) 商品輸入外国勢力の中国経済えの進入は，はじめ完成財輸入の形式で行われた。81
近代的機械生産である外国商品に対して，中国工産品は品質，価格において到底競合すること
ができず伝来の市場から駆遂さがした082
輸入外国商品は，いうまでもなく，工産物であり，輸入中国商且はE，鉱産物である。とこ
ろが輸入商品のこの傾向は第一次大戦後いちじるしく変化し
~I順位 I t i 
1 2 34 日 6 I 7 8 9 10 
杢ι-伊豆沼咽 ---~J~~I一一一1--1-一一| _ー_I_
1929 1綿貨|糖類|棉花[金属鉱物[小麦粉}| 米 |油類|毛鮒1|化学製品川類
13園76'， 7.EO I 7.20 I 5.60 I 日.06I 4.66 I 4.36 I 3.53 i 2.77 I 2.70 
1930 I綿貨!棉花 i米 |糖類!金属鉱物i油類同学製品|叡械類 l紙類|悩崎
1 1.44 I 10. 10' 9.26 I 6. (u I 5.79 I 4. 19 I 3.兜 i 3.38 I 2.8ラI2.74 
19引 l棉花 l棉貨|小麦晴類 1金属鉱物[油類!米|煙草 j紙類川械煩
I 12.49: 8.45 1 6.11 1 5.991 5.94 1 4.50 1 4.49 I 3.391 o.04 1 2.17 
1932 !米 ι花|綿貨|油類同鉱物|車朝日司糖類!小麦粉厄z.ß1! :1~.1 
I 11. 36; 11. 33， 8.日 5.77I 5.72 I 5.04 I 4.94 I 4.45 I 3.34 I 3.32 
1933 I 米 1棉花 i金属鉱町小麦!油類 1綿質問学製品|紙類!被械類げ書類
i 1 7 7.291 7.21 I 6.52 6.50_l 5.30 I 沼斗三三斗」三U_3.12 
にみられる如くに，農原物が輸入の首位をしめるにし、たってし、る。 aa
29 林純犬， 称貨幣政策実施一周年，社会科学，第二を，第:期.
30 ;jホ維犬， _L-J結論文，上}封書.
31 秦 王立， 帝国主義与中国経済之がI途，中国経済，第三宅金，第三期.
泊三及志， 中間金融資本論， P. 194. 
4主捷涼， 中l主的新貨幣政策， P.2. 
33 令輪海， '[，国農村経済研究， P.P. 180ー 181.
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中国の外国貿易は
木 毅
年度;輸入輸出 j超)年度輸入輸出
1864 
千海喝金 千海自主j金
101，821 771，784 
差 a
(ム/J-'，超) I 
千海関金1
246，427 
1895 172，8ラ3 143，293 
干i毎関金 千海関金 千海高司金
引，293 54，005 ム 2，713 1924 
1905 447， 101 227，887 
1912 473，097 370，日20
1918 554，893 48ヲ， 883
19:9 646，898 630，809 
1920 762，250 541，632 
1921 906，122 601，255 
?
? ??
??
???，，???
?
?
?
?
?
??
?
? ?
?
?
?
?
?
，，?? ?
??
?
? ?
?
?
?
????』?? 。
?
?
59，670 1925 947，865 77(，353 171，512 
219，214 1926 1，124，221 864，295 259，926 
102，577 1927 1，012，914 918，620 19，284 
69，010 1928 1，195，969 991，355 204，614 
16，189 19291，265，7791，015，687 250，092 
220，616 1930 1，309，756 897，844 414，912 
304，867 1931 1，427，573 887，451 日40，122
300， 258 1932 1，049， 246 492， 641 556， 60ラ
170，487 1933 863，700 392， 700 470， 900 
に明かであるが，鹿年二0%から六0%の赤字であって 84輸入総額にしめる畏産初輸入額は
年度 総i除入額にしめる l食料職入額|
q。
I }¥i1巴Iこしめる入超棋|It:!:I. 'ri?/. 食料輸入 J減
千ìí~関金%
94，322 147.1 
204，614 49.6 
250，092 
414，912 
問 014
1927 
1928 
1929 
1930 
1931 
食料輸入煩 1 総輸入額
千1正号罰金| 干i年寄金
138，578 1，012，914 
101，ラ36 1，195，969 
144，848 1，2日， 779
167，364 1，309，756 
183，392 1，427，573 
12.6 
8.5 
11.5 
12.7 
12.8 
ち;7.9
!;0.2 
35.9 
で，貿易赤字の平均六六%に相当している 035農毘均輸入増加の原因は民業生産性の停滞，人
口増加による農業の人口扶持力の相対的減少，農j72lfbの工業原料{じの増大等に求められるが，
その主因は上述のやうな内為的なものではなく世界恐慌による過剰l農民?均の国際的投売に基ず
く外為的なものである。恐慌の速効的役済策はI!l命出増加であるo しかし大戦後の国際経済は集
団地域貿易主義が支配的であり， これは自由貿易主義を建前とする資本主義と矛盾するもので
あった。軍備拡張，関税障壁存悦争は資本主義における国際的矛盾の集約白人j表現であるが
一九三0年国療関税休戦会議と一九三三年国際経済会議は， この矛盾に対決する試みをもつも
ので、あった036 こうした国際経済の環境において，中国f!j場はまったく無為開放的で、あり， し
34 秦 :l1~!， 土問7命、文，上抱書.
35 jlß~官黄， 中国経済的支落程度及其前途， 中国経済，第一谷，第一jtJl.
36 諮'勤鍵， 国際経済会議之将来及其対於我間経済関係， rl r壬l経済， ;~(:;. -/(ふ第三!り1.
章乃器， 矛盾l訂':/:¥之世界経済， q"報刀報，第二:~，第七弓\
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たがって中国<<~済は外国勢力の産|印Jな角遂場となった。上述した農産物の輸入額増大傾向はそ
の当見の帰結であった。外国農産品の流入は中国農産物の市場価格を下茶させ，良業の資本主
義的企業経営を不可能にした。輸出と輸入の岡田[において農産物がともに大宗をしめるという
事実のなかに，外国勢力による原料収買と工産物販売との間における不等価交換以外の，中国
農業収奪の給繰を見出すことができるであろう。本来農産物商品化率の向上は農業経営の近代
化を刺戟するものであるが，外国農産物の流入による市場閉鎖と手工業の一般的表落によって
中国農産物の商品化率はいちじるしく低下し，ヰ」国農業は依然として原始的経営に停滞せざる
をえなかった。
(c) 資本輸入 商品輸入はやがて資本の直度輸入に進み，この段階に，外国勢力の支配は
中国経済の流通過程から生産過程にいたる全過程に譲透L，中国伝来の経済機構は徹底的な解
体過程に入ったので、ある。
外国資本の輸入は開口直後始められているが，それは条向上の規定によるもので、はなかった。
外国資本の，中国進出の欄携は日清馬関条約第六条第四項『日本国臣民ハ清国各開市場開港場
ニ於テ，自由ニ各種ノ製造業ニ従事スルコトヲ得ベク・H ・H ・"Jで、あった。
資本輸入は約款と投資の二つの形態がある。
約款は資本輸入のうちもっとも支配性の露骨なものである O 一九三一年中国えの約款額は
国別 1 英 | 白 | 仏 i 伊 j 米 | 和 | 独 i北玖諸国| 計
金額 i22九800 224，100 (千弗)|
百分率 31.8 31.5 
97，400 I 42，000 I 41，700 I 18，700 12，000 I ム「 7叫 ωo
l戸τγ[三示 lτ6 1.・7101llbJ
で，全外資の三C)J;をしめてし、る087借款の多くは政治借款で，それらのほとんどが軍資に費
消され，生産に充用れれる部分は微セたる有様であるο もちろん産業的借款もなくはない。
主要な産業的借款は鉄道敷設に対するものである。
中国国有鉄道の外債所有高は
債 | 路線名門戸jL14糾
平漠鉄路! 日， 314，500.70 I 40，739，716.96 |広部歓路
29，叫 511.53 古長鉄路
62，220，666.18 四1:IG鉄路
期 I鵬 I 191，607，550.35 ¥ 
平綬鉄路 21，706，196・15
北寧鉄路 16，734，518.40 8，741，引1.15 ぢ敦鉄路
京渇鉄路 54，男3，176.00 寧湖鉄路|
外債|料債
7巳(フE
43，446.14 114， 11. 50 
14，960，654.70 ! 
74，037，600.00 
45，686，861.98 
6，259，718.40 
37 C， F. R日ml'f，Foreign lnvcstmcnt in CJlIril， 19:13， PP. 69 .-70. 
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混抗角鉄路l
E参清鉄路 l
正太鉄路 l
道清鉄路
臨海鉄路 l
~'~洛鉄海 l
閉那鉄路|
!ぷ九鉄路|
9，810，000.00 
l吋 6，098，179.13 56， 000， 000.00 325， 136.28 同成鉄路 l 21，624，788.97 
10，767，297.80 
13， 739，082.08 
|株欽鉄路|
i蒋孟鉄路 l
l包寧鉄路l
l湾度鉄路|
3，125，117.62 
216，704，359.59 116，704.70 22，464，000.00 
5， 992， 500.00 58，476.1ラ
124，205，211.00 4，274，112.10 |財政部負担|
lの路貨 | IVJ~U~._. 
80，024，380.00 
27，425， 119.78 664，490.57 l総訂 |l，叫剖 : 146，366，437.00 
で，外国資本は鉄道資本の八opd以上をしめ，鉄道収益は外債利子支払額に満たない状態であ
ったuBS 外国勢力は鉄道約款の保証として鉄道敷設権を獲得し， 敷設資材と寧楠を独占的に
供給し，債務償還まで鉄道経営権を支配したのである。
主要な約款に
借款名
英独統借款
英仏借款
(i 908年金残公債)
i胡)ぷ鉄道{品款
クリスヅプカユノミニイ
克利斯~jJj公司借款
善 後 款
't仏米弗借款
中伊米弗借款
中山米司;六!豆公{立
1""-
1日 款 内 法-1=1" 
1899年， 16百万磁，関税と湖北，江蘇，安徴，貨物通過税(萱金)7百万両を担保。
1908年10足12日発行，芙の涯豊，イムの東方務理銀行と約款，日百万跨，平漢鉄路
の利潤担保，利子は関税で支払う。
1911年英，独，仏，米の四国銀fi二団と約款，6百万醗，河南，湖北の百貨通退税(賞金)
穀物税と塩税を担保。
1912年，清朝時代の借款整理と興業用， 10百万碑，塩税有先担保。
1912年， {ム，独，英，日，白の五国銀行司と紋款， 25百万務。
1925年日用27日発行， 3，893，900米弗。
οfの皮子賠償金(義和団の乱)の未償還金を以て， 17， 589.061米弗。
fJ'の庶子賠償金の禾償還金を以て，雪，000.000米弗。
がある。 これらの約款のいちじるしい特長は関税，塩税，萱金等を担保として押収するこであ
るQ80
関税， 塩下見の中国国家財政収入にしめる比重は
38 
39 
l 閏ーτ~ i ;17¥1( 税
51. 74 i 2乙76
52.12¥ 13.76 
i 41.6ラ I 20.70 
35.67 I 19.42 
金愉i毎， J二局書， P.P. 68--69. 
金'liIrui毎， J:掲宮， P.P. 63-66. 
統在市高司花市一事「交豆所有育行頼つ商事長i反刃
13.95 6.62 I 0.34 0.02: - I 0.96 ! 
13.96 : 5.36 I 0.39 0.24 I - I 0.53 
12叫 3.92川 0苅川 0・17 0.60 
2.83 i 3.58 I 0.40 0.20 0.16 I 0.92 
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:~*Jtv~lt叫|関空堅[四手iむ!里313--1
I I 100.0 
0.24 / 1.82 / -，ー-I (621，707.350尤)
1 1 100.0 
0.25 1 1. 7ヲ I0.17 I - ! -I (680， 415.589Jl~) 
I / 100.0 
2.32|1.3610.91 1 M410.7219.07!(918，ill.044元)
100.0 
2.17 11・14 1 4.20 7.31 0.38 I 12.20: (9ラ7，154. 006fC;) 
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であって， その主要部分をなしている Q却財政支出における賃務の八コ74は外国世款'C， 賠
1i't金を合めて支出の三0%以上をしめ，かくて't"国財政大権は債主である外国勢力に制禦され
ることとなっている。
外国投資は，原則的には，有無相通の関係における国際協調のあらわれであって，それ自体
中国民族資本の発展を阻害する性格をもつものではなし、。しかし外国投資は中国市場争奪を目
的とし，原料と市場に対する欲求を動因とするものであって，民候資本と真向から競合しその
活動をまったく抑圧した。
外国の中国投資は一九三一年において
国別|英金額 1，189， 1， 136~^J 273， 200 
(千弗)1 200 9001 -._， 日一一一角一一一一
百分比 35.7 35.1 i 8.4 
の巨額に達している 041
投資の産業別内訳は
米
195，800 
6.1 
白|和 fJf 北吹諸国 計
一一一一一一一
開TRm46，4003，900 3242， 500 142，40:87，000 一-宇一-一ー『 一一~-，-一品d曲四【守・a四国園Fー守一『司_'
2.7 I 0.9 1.4 0.1 I 100.00 
戸 bl壁皇子?[翠長平業(竺竺盟主下己易業l-p他|雪量望 1f!"
金額出…1-f竺12TT!33j9300竺山!旦i?2jjhp(千弗) ，";'1， IvU1 Lr-ru， ...vl ~ 4.V， IvUi l":"V， /vvl ./ I "-'， JVV 700; 200 700! 800: 
百分比 13.2 26.1 1 4.0 4.0 1 1.6 6.6 '10.5.14.91 8.7 i 0.4 ! 100.0 
である。投資の三03"~を運輸交通がしめる事実は，外国投資の性格をしめすものとして注目に
あたいする。叫地域経済から国民経済え， さらに国際経済えの発展を可能ならしめる経済的
関鍵は流通における貨幣と交通である。交通の中でこの機能をもっともよく発現したのは船舶
と鉄道であった。しかし交通は貿易市場の拡大がみ1土の拡大を意味した歴史的事実からして，
殖民地主義の重要な手段であった。 jじ来交通業， とくに船舶と鉄道は，大規模な固定設i備を必
要とし資本の伝川性の欠立rl，即時対的用役の場所的t#1J約，需要の非弾力性，需要の個別性等
40 索 時， 'I'lf.~経済建設之途径， ，/，悶経済，第つ({i，第八1tJl.
41 C. F. Remer， op. cit. P.P. 69-70. 
~2 C. F. ](cmcr， op. cit. P. P. 69--70. 
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事うiオミ20 
きわめて独占的性格が強い企業である。民放資本の成長が劣弱である中国において，近から，
当然の結果として交通業は外国勢力によって代的交通業の:発展に殆んど見るべきものがなく，
独占された。中国における外国資本の交通業えの集中的投下は，外国資本の性格を描写する重
経験上中国経済発展の関鍵たり要な指標となるものであるO ただし中国交通業の外国支配は，
えなかったことを示している。
中国の鉄道は，すでに述べたやうに，外国勢力の中国経済支配の中心的段階となっているが
船舶もまた完全に外国勢力の支配下におかれている。
中国における主要船舶会社の所有船数は
5，253 
18，43 
??
??
?
?
? ??
?
?
?
??
，，，??
??
?
?
? ? ?
8 
?
奇丑公fI己政
20 
19 
て君主
口7，190 日清汽舶会社
7，25 I大連汽般会社
18 
6 
主'"
華
可
司
公
公
ヰじ
ブj北
17 日7 主
張
央:
公
? ?
鴻
4，20 10 対と公9T ???
?
?
?
? ?
?
?
?
??
? ?
'i 司公興丹空
もう太古愉船公司
一九三二年中国各港往来屯数ともに圧倒的に多く，であって，外国会社の所有船航数は嬰数，
の船対jはが]七一百万屯，その中四一百万屯は外国船舶で六八%をしめる状態であった。叫
「男耕女織」の古訴のとお11国産業の中心は経工業でゐり，紛糸訪織業がその'[1核である。
り， ~誠子liは史民手工業として発達 L，初糸業とともに歴史の長い民族工業であって，開口w、来
しかし民族抗菌業は一九三0:年以来外国製品の流民放資本のもっともか~ì設な展開をみている。
さらに外国企業の設立によって全面的に崩壊した。崎入によって市場を失い，
中国訪積業は日，英によって支配されている。
日，英の企業比重は
i同M訓数判|帥 凶 |1一$..): 純酬問殴吟苧 l労矧(坦哩苧i竺竺盟型F量土(産可可(昼る言芯)干 i円注1E?宣「一1i 
IJ4:附本 4初ラ 12叫卯903，吋 iじ，バ川8む叫2
: i 1 バ:叫:;:1;:4D∞O[ i;7:7:2: i;心コ12::玖:コ11Ol|;1;:;i別; : : ; 2 l
一九三三年，華，
?
?「??
?????，，???
??
? ?
??，??
1，737，986 
6，854，091 
PP. 127-1/1. 1' 消論文化，
(20) 
千三二駒泊li，
交通慨諭， PP. 39-40. 
.H局古， P. 70. 
rl'[+il 
43 佐波笠平，
4 く予航海，
45 正予建，
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で中国企業の糸， とくに布の生産は英国をLのいでいるが，いわゆる土布は洋介J'1こ比べて品質
粗悪で、商品的な価値が小さく，その多くは史民の自給に消費されるに週ぎなかった。蛸
中国の重下‘業は石安と鉄鉱の探業が主で，その主要鉱山の採握権は-八九八年清独隈j奥租
J1条灼における「各鉄道市近，三十Ifi以内一・独商人ニ石安ノ採掘ヲ許シ…」にはじまり，半1:
条約をへて，ほとんど外国勢力に羊担されている。
一九三二年中国石炭業は
芥 i~I 合 競「雨国
~rL~1 兆 | 三一 1
'
[' 日!_'Íl _3LI~'Í' 独自立UJ五
資本(千j己) 1，000 12，000 - ¥ 27，000 ¥ 2刊 O! 750 I 26， 160 I ? 
t斗J一一一lLol i山川 1，…|J，7ml6∞ i ム;~I~
で，主要炭山田六のうち，外国独占六，合耕二回で外国資本は生産の五0%以上，また鉄紘業
l工鉱石生韮量の五0%以上，銑鉄生産量の九O%W.上をしめている04T
(e) 紙幣発行 外国投慣の中国えの流入は在華外国銀行の放経の形式をとるが，この場合
放資の手段は1[1国貨幣であるのが正常である。しかし事実はこれとことなり，放資の主要部分
は外国銀行の発行券が使用されているのでまbる。
中国における外国銀行の設立は，英の東方銀行をもってI出矢とする。その後各国銀行の進出
があり，一九二五年には英五，米円日~O，仏二，和二，伊二，白一，露ー，合抑二の二九
行をかぞえるにいたった。一九三一年中外銀行の経'討実l債は
空型空竺±一一一一~工良 1 I ~"~.~'.. L. I •• hLA 司 1 '..""~_..~' 1 ..• 
目 別一一一一」実収資本|公除|預 金|紙幣発行|純益|炎 琵
| 千元| 千元| 千元| 千云| 千元| 干Jt
'['f司('1九中国，交通等29行)1 1ラ， 7841 47，34711，860，6利均367I 21，065 I 2，叫6061
外国(涯抗政， 1ï:J{~， isi砲の4ft)l 引い00I川印61ω，1521 叫舛1I内向 !8，472，314
で，外固ま[<!行は透かに中国銀行を凌駕し，上海国際銀銭業公会主L!~/ぐ三日下[1，外国民行委日は
八， 支力加i臼1平別初手引利リ四J'f}銀f汁十行;経JI即1I引iロカが:その第
8 さj工ているOぶζ4凶
外国銀行は本来外国勢力の経済的代表機~としての役割を果すもので、あったが，これにとど
まらず，約款を通じ また約款の担保である関税， :Jf!cf兎を[宇却することによって，その政治的
代弁機関としての性絡をもつにいたった。外国銀行の発券業務はこうした外国銀行の政j町1りf"J.:
43 鴻委託/'， 近年末中国之相紗事業， 4L方雑誌，泊三一在， ITS一四号.
金i命i毎， J二払j事" P.P. 73-74， 
47 j会 /1" 岡野技術今作与 rl'1'8 1'宇治之前向，東方雑誌，泊三~:'ffi， ;jí~一四円.
三fiJ前日毎， ヒ損害， 'P.'7.2.' ~ -...-
48 ミE;恥品上j昌吉， P. 56. 
(201) 
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格に伴う現象で，銀行券はヰl国経済収傘の主要手段となった。
一九二七年外国銀行の発券額は
竺立と!主位|竺竺布目雪マ恒亙斗画1一発す布j竺TF雪
東方涯現銀行i法 I1，6卯， 33仇306[676， 135， 3刈法比銀行法 14，026，74伺 5，610，6銘
朝鮮銀行|日円 1 1片 的 ，8d1叫 8叫叫|有 利 銀行磁 I 234，5361 
台 湾 銀行刊i日円 I 5日3μ3，61“1，267刈お加矧訂伺引15珂3，6刊臼1じ， 刈美漉 銀 f行f中国円pjl 肌 0501 89卯叫仰0仏，0白5
iも忌盟霊Liぷ還4Jrl除香浩糊磁制| 宮臼叫2乙刊，臼側0，矧叫|町 4刊 41付IrE燦 銀 行|弗 ; 均仰9州951 19リ如
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の巨額である。外国銀行の任意発券は，一九三二年十二月停止されたが，なお発券は
年 i 漉髭銀行 I_~ 加 利銀 行 L_~_.;fIJ竺 rr
フじ1 iCI iC 
1932 131，276，2431 21，373，3851 3，026，626 
青l'
1933 135，341，462 15，675，160 1，800，911 
iL:1 
155， 686， 254 
152，817，533 
に示される如く減少はしたが全く停止されてはいなし、040 発券額のはなはだしい減少傾向は
中国幣市IJの整備による中国銀行券の流通惟広によることを見逃してはならないが，恐慌後外国
勢力の経済収奪の手段が貨幣発行から商i日1販売に移った結果と見られている。uO
外国勢力の共通した性格は中国市場を支配するということであるが，中国えの進出に遅速が
あり，権勢に強弱がありかつ利害相反し，したがって中国における活動の態様が仔々Fなって
いる。日本の紡績，英の鉄道，米の航空，また日本の華北，仏の雲南，英の星空中の如くに産業
(1')，地域的に，やや、I"J然と した割拠的活動闘を形成Lている。外国勢力の割拠仰は軍閥の割拠
性に通ずるもので，外国勢力は権益を維持拡大するため，軍聞の抗争事f利用し殖民地主義1'i"J
収奪性をたくみに封建(，'.;収刺性によって偽装した。
外国勢力は，その進歩の過程として，封建的基礎とそれに立脚する勢力の急激な変革と解体
を自ら経験した事実におし、て，中国に対してきわめて強い影響を与え，中国経済の近代化に尽
した役割ははなはだ重要で・あった。しかし中国と外国勢力との関係は支配と従属の|珂係であっ
て，!fl国経済の近代化は外国資木と企業にとっては副次的な結果であり，それはむしろ矛盾で
すらあった。中国経済の近代化は中国民族資本と企業の停滞を基礎とする外間資本と企業の支
49 揚蔭湾， 中国金制!論， P. P. 222-223. 
50 rr同然行経済研究室~，中国'Jt，幣発行及其疏通状況之解剖， rl' 1子月刊，筑一一径，第三矧.
:f7T:む， 上掲書， P.P. 124-125. 
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配的活動のうちに見られる。1，国経済古代化の宍質的表現は，したがって奇妙にも到建的諸遺
制の残存とrjl国民族資木主義の停滞のうちに見出されるのである。
1v結 E苦
IJ月口当時の中国は'ポ附割拠して政治に統一なく ，経済又分裂し外国勢力の政経両面にわた
る支配を甘受したが，民放資本家階級が中国の自主権維持とその発展にまったく無為休眠して
いたのではない。
rji国の自主独立の機運は抗日抗英生存の抗他的守旧的運iOJに歪曲された民Jt;主義の型で散発的
に現れるが，辛亥市命を基点として，ソビエト jlt~命に刺戟され，五回運動(一九一九年) ， ;内
外法権徹廃運動(一九二O年〉をへて反封建反帝国主義運動に発展し，ゃうやく全国的規伎に
拡大し統一政府樹立の輿論を導いた。南北統一戦争(一九二六~三O年〉は，後にJ(色分ミ，
孔.陳のいわゆる四大家族の財経塑断をもたらすが，いづれにせよ，民放資本家階級の勢力伸
張によって批進され，南京中央政府の成立を可能ならしめた。しかし南京政府の樹立は基本上d
r[l国の政治的統一の実現を表示するが，それがただbに経済的統一を意味するものではなかっ
た。しかし廃両改元(一九三四年〉と新貨幣政策(一九三五年〉の実施は中国の経済的統一の
剖j閉的な財経政策とみなしうるものであった。もちろん重要なことは， この経済的統ーが民政
資本家階級が封建勢力と外国勢力の支配を克服した結果で記いことである。それはただ民族資
本家階級が封建勢力と外国勢力に対してやうやく対抗勢力として鼎立「内地位に成長したことを
意味するにすぎなしむしろ経済的統ーはこれら三勢力問の妥協によって実現されたと考えね
ばならない。
rl国民放経済は，ド1にまJ法勢力の屡々剥削と制約があり，外に外国勢力の豆電々圧迫と束縛が
あり，Ij、l外来王立，したがって半封建的， -"1'殖民地(J'.Jという 青葉をおいて，r! 1国経済のもつ性怖
を1)れt在にする，より適切な表現を見出すことはできなし、。
(昭和初 年5J 31 1受到)
5L T及。よ.;， '1'国:0湖!資本倫， P. 135. 
fl2 r，!~可百九 '1'[r'1筏涜YJ}ま1日程度及共前iJ?，'1[工1¥浮.済，第一・才色， 第 Jgj. 
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